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コラボ考房と２つの道場が育む
自律型人材育成

コラボ考房と２つの道場コラボ考房と２つの道場が育むが育む
自律型人材育成自律型人材育成

平成平成2020年年33月月44日日
高知大学　石筒　覚高知大学　石筒　覚

平成19年度「新たな社会的ニーズに対応した学生支援プログラム」

教育的支援機能と活動実践の場の提供を

基軸とする準正課システムの構築

高知大学が育成を目指す人材

自律型人材自律型人材

• 自律型人材とは、自ら主体的に考え行動する人。

• 自律型人材は、「社会性」、「意欲」、「知識技術的能力」の３つ

の力を一体的・調和的に備えていることが不可欠。

社会性　；　社会・対人関係力、お互いを理解し合う力

意　 欲　；　自己成長及び他者貢献の想いを、継続して向上させる力

知識技術的能力　；　論理的思考力、創造力を含む力
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正正　　　　課課 正正　　課課　　外外

準正課システム準正課システム

統　合統　合

「知識技術的能力」「知識技術的能力」 「社会性」「社会性」

「意欲」の向上「意欲」の向上

自　律　型　人　材

準正課システムとは？

教員による組織的な教育支援
　　 （正課における教育的機能の組込み）

　学生による自発的な活動の重視と非単位化

教員による組織的な教育支援
　　 （正課における教育的機能の組込み）

　学生による自発的な活動の重視と非単位化

潜在化している自己成長及び他者貢献への意
欲を引出し高めるために、実践的な活動の場を
提供し、教育的な学習支援を行うシステム

潜在化している自己成長及び他者貢献への意
欲を引出し高めるために、実践的な活動の場を
提供し、教育的な学習支援を行うシステム
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準正課システムの特徴

特徴１：組織的な教員支援の提供（正課機能の活用）
　　・体系的な教育プログラムが提供できる
　　・教員の新たな教育業務として明確化できる
　　・「指導」ではなく、ファシリテーション的支援

特徴２：教育プログラムの非単位化（正課外機能の活用）
　　・授業期間の制約を受けない
　　・学生の高い自発性が担保される
　　・授業としては提供しにくい内容も実施できる

コラボ考房

グループで社会的課題の解決
　 に取組む

支援教員による活動支援
　 （物的支援を含む）

社会人師匠によるアドバイス

企画立案力
養成道場

組織化マインド（企画立案と
　 その組織化に当たっての他
者との関係性）の学習

組織化スキル（参加型計画
　 手法）の学習

ファシリテーション力
養成道場

理論研修（講師：教員・社会人
師匠）

実習（社会協働系・自律系
　 授業を実践の場とするOJT
方式）

学　　生

何かしたいが、実際に
どうしたらよいかわか
らない
企画立案力、ノウハウ
を身につけたい

地域活性化や環境問
題などの社会的課題
の解決を目指している

グループディスカッション
やゼミ、サークルでの話
合いの際に、議論を円滑
に進め、問題解決へ導く
ような手法・能力を身に
つけたい

個人 グループ
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コラボ考房

○教職員スタッフ　１５名

　教員（１０名）のほか、教務支援員３名、担当事務２名

○募集方法　年２回（４月と１０月）　

　社会的課題の解決を目指すグループ（３名以上）

○支援方法　

　物的支援（公費による支出）

　人的支援（支援教員・社会人師匠）

コラボ考房
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ファシリテーション力養成道場

○教職員スタッフ　１０名　

　　社会人講師、担当教員、教務支援員、担当事務　

○募集方法　年２回（３月と９月）

　　各回３０名を募集

○道場の内容

　理論研修　社会人講師・教員

　現場実習　正課（課題探求実践セミナー）の授業を活用

企画立案力養成道場

○教職員スタッフ　１０名　

　　社会人講師、担当教員、教務支援員、担当事務　

○募集方法　年２回（３月と９月）

　　各回１５名を募集

○道場の内容

　　マインド編（社会人講師）

　　スキル編（担当教員）
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社会人師匠ネットワーク社会人師匠ネットワーク
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コラボ考房の概念図コラボ考房の概念図

教員教員
グループ

①
学生

学生 学生

学生

学生

教員教員

グループ
②

学生

学生 学生

学生

学生

教員教員グループ
③

学生

学生 学生

学生

学生

企
画
立
案
力
養
成
道
場

企
画
立
案
力
養
成
道
場

学 生学学 生生

コラボ考房と道場及び社会人ネットワークの概観図

社会人師匠

新グループ

新グループ

新グループ

コラボ考房の事例その１

長者ＤＥキャンドルナイト
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平成19年12月24日（月）に長者地域にてキャ

ンドルナイトのイベントを実施

コラボ考房事例その２

教育支援ｉｎ田野　
Ｓｕｐｐｏｒｔｅｒ　Ｏｆ　Ｇｅｔｔｉｎｇ　Ｋｎｏｗｌｅｄｇｅ
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田野町にて地域の支援者と打合せを重ね、平成
20年3月1日（土）に教育プログラムを実施

学生による理科と英語の授業
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社会協働教育委員会

学生支援ＧＰ部会

コラボ考房セクション

ファシリテーション力養成道場セクション

企画立案力養成道場セクション

学生支援ＧＰ評価委員会

教務・専門教育委員会

実施組織体制

実施継続実施継続

　平成19年度
　環境整備等

　平成19年度
　環境整備等

　　　平成20＆21年度
　　　改善＆試行

　　　平成20＆21年度
　　　改善＆試行

　　　平成2２年度
　　 完成版の実施

　　　平成2２年度
　　 完成版の実施

環境整備等の実施

■準正課システム

・準正課システムの基本

　制度設計

・コラボ考房準備会の設立

・ファシリテーション力養成

　道場及び企画立案力養

　成道場の開発

・社会人師匠ネットワーク

　の体制整備

・ウェブマッピングボードの

　開発

■システム評価

・評価委員会の設置

　と会議の開催

・制度の基本設計に対す

　る評価

環境整備等の実施

■準正課システム

・準正課システムの基本

　制度設計

・コラボ考房準備会の設立

・ファシリテーション力養成

　道場及び企画立案力養

　成道場の開発

・社会人師匠ネットワーク

　の体制整備

・ウェブマッピングボードの

　開発

■システム評価

・評価委員会の設置

　と会議の開催

・制度の基本設計に対す

　る評価

取組実施期間におけるスキーム

継続時の体制検討

成果の評価結果を基に、
大学（役員会）にて事
業の継続のための体制
のあり方について方針策
定を行う。

継続時の体制検討

成果の評価結果を基に、
大学（役員会）にて事
業の継続のための体制
のあり方について方針策
定を行う。

試行・分析・改善

■準正課システム

・基本制度設計に基づ

　く３つのプログラムの

　実施
・社会人師匠母集団の
　拡大
・ウェブマッピングボード
　の機能強化

■システム評価

・成果の分析と基本制

　度設計の改善

・評価委員会の開催

・評価結果に基づく制度

　設計の改善内容の評価

試行・分析・改善

■準正課システム

・基本制度設計に基づ

　く３つのプログラムの

　実施
・社会人師匠母集団の
　拡大
・ウェブマッピングボード
　の機能強化

■システム評価

・成果の分析と基本制

　度設計の改善

・評価委員会の開催

・評価結果に基づく制度

　設計の改善内容の評価

完全版の実施

■準正課システム

・準正課システムの試

　行期間の成果を踏ま

　えた完成版基本制度

　設計によるプログラム

　実施
・社会人師匠母集団の
　拡大
・ウェブマッピングボード
　の機能強化

■システム評価

・評価委員会の開催

・評価結果に基づく完

　全版基本制度設計に

　対する評価

完全版の実施

■準正課システム

・準正課システムの試

　行期間の成果を踏ま

　えた完成版基本制度

　設計によるプログラム

　実施
・社会人師匠母集団の
　拡大
・ウェブマッピングボード
　の機能強化

■システム評価

・評価委員会の開催

・評価結果に基づく完

　全版基本制度設計に

　対する評価


